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肛門管癌の Pagetoid spread
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肛門周囲の上皮は組織学的に歯状線の口側は単層立方～
円柱上皮，肛門側は移行扁平上皮から重層扁平上皮で構成
される．さらに肛門小窩には肛門腺が開口しており多彩な
組織が混在している．このため肛門管には扁平上皮癌，腺
癌，基底細胞癌，肛囲 Paget 病，悪性黒色腫などの多種
の癌が発生する．なかでも肛囲 Paget 病と Pagetoid
spread は術前診断に難渋することがある．Pagetoid
spread とは直腸や肛門管の腺癌が連続的に肛門周囲の表
皮に進展して生じるまれな病態であり，皮膚原発の肛囲
Paget 病とは臨床像，病理組織像が類似している．臨床形
態はどちらも落屑，色素沈着，脱色素斑，糜爛を伴う浸潤
性紅斑であり，直腸肛門癌から連続している場合を除いて
鑑別は困難である．病理組織学的にはどちらも表皮内に大
型で円形の Paget 細胞の増殖像を認める．Pagetoid spread

の特徴は管腔構造形成，原発臓器様，大型で多様な腺構造，
多形細胞，ムチン貯留，裂隙形成などがある 1．アポクリ
ン，エクリン汗腺細胞に存在するGCDFP（gross cystic
disease fluid protein）15 や消化管粘膜上皮に発現するCK
7，CK20 の免疫組織学染色が鑑別に有用とされている 2．
当科で経験した 3例のうち 2例は術前の生検で Paget 病
と診断されたが，摘出標本の免疫組織学的染色ではCK7
陰性，CK20 陽性，GCDFP陰性で，最終診断は肛門管癌
の Pagetoid spread であった．また 2例において術中迅速
病理診断で切除断端陽性で，追加切除を要した．肛門管癌
の Pagetoid spread は肉眼所見や術前生検では Paget 病と
鑑別困難なことがある．また肉眼所見より広範囲に浸潤し
ていることがあり，切除の際には術中迅速病理診断による
断端の確認が必要と考える．
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図1 肛門上皮に浸潤性紅斑を認め，生検では扁平上皮内
に部分的に大型の淡明な胞体を有する腫瘍細胞を認め，
Paget 病と術前診断された．
図2 a 摘出標本，HE染色，200 倍．表層の扁平上皮内
には大型の淡明な胞体を有する Paget 様細胞（矢印）を

認める．肛門管癌（腺癌）の扁平上皮内への Pagetoid spread
と診断した．
b 摘出標本，CK20 染色，100 倍．扁平上皮内にCK20 陽
性腫瘍細胞を認める．なお，CK7，GCDFP15 は陰性であっ
た．
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